
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    
 
 

 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                      

2000年 7月 25日

           

講
演
で
は
、
小
松
煙
火
工
業
の

小
松
忠
信
専
務
が｢

花
火
を
１
０

０
倍
楽
し
む
方
法｣

と
題
し
て
、
花

火
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
を
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
、
知
ら
れ
ざ
る
部

分
で
あ
る
、
花
火
が
出
来
上
が
る

ま
で
の
苦
労
話
や
、
花
火
の
種
類

や
見
方
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

「
大
曲
の
花
火
は
音
楽
と
花
火
の

演
出
で
全
国
的
な
創
造
花
火
の
発

信
の
地
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
創
造
花
火
を
作
っ
て
い

き
た
い
。」「
楽
し
く
な
け
れ
ば
花

火
じ
ゃ
な
い
。」
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。 
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け
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火
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い
。」
と
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く
り
ま

し
た
。 

    

し
、
講
演
や
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
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て･

聞
い
て･

話
し
て
学
ぶ
大
曲
の
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火｣

と
題

し
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、
小
松
忠
信
氏
、
泉
谷
玄
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販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
は
７
月
２５

日
、
２６
日
の
両
日
横
手
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
テ
ル
を
会
場
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
は
７
月
２５

日
、
２６
日
の
両
日
横
手
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
テ
ル
を
会
場
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

講
師
の
野
高
も
と
い
先
生
が
急

遽
、
奈
良
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
二
日
目
の
講
師
が
竹
川
芳
彦

先
生
に
変
更
と
な
る
と
い
う
ア
ク

シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
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れ
ま
で
に
「
写
真
を
撮
る
た
め
全

国
を
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
大
曲
の

花
火
は
い
つ
ま
で
も
全
国
一
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。」
と
し
、
小
松
氏
は

「
海
外
で
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ

と
は
多
い
が
、
西
ド
イ
ツ
の
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時
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東
ベ
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毎
年
振
興
会
で
は
、
最

先
端
技
術
を
と
り
い
れ

な
が
ら
頑
張
っ
て
い

る
企
業
を
訪
問
し
、
そ

の
新
技
術
開
発
に
つ
い

て
の
研
修
会
を
行
な
っ
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の
参
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を
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の
共
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募
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宮
腰
情
報
機
械
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を

行
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た
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と
の
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込
み
が
あ
り

ま
し
た
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こ
れ
で
、
以
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か
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申
し
込
み

あ
っ
た
４
社
に
追
加
さ
れ
、
振
興

会
全
体
で
５
社
が
新
製
品
の
開
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を
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課
題
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に
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す
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に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
で
、
以
前
か
ら
申
し
込
み

あ
っ
た
４
社
に
追
加
さ
れ
、
振
興

会
全
体
で
５
社
が
新
製
品
の
開
発

を
は
じ
め
諸
課
題
の
解
決
に
共
同

研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
E-mail akks＠rnac.ne.jp 
 
 
 

 
 
 

  
  

【発行】秋田県南工業振興会事務局

    横手市役所企業振興室内 

 ℡ 0182‐32‐2111 内線 324 
 
 
 

 
 
 
 

 
              

  

      

                    

 

第
９
回
目
を
数
え
る
県
南
工
業
振
興
会
主
催
の｢

ナ
イ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉｎ
大
曲｣

は
、
７
月
２７
日
、
大
曲
市
の
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
を
会
場 

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
の
平
安
閣
に
は
振
興
会
会
員
の
ほ
か
に
、
多
く
の
市
民
が
参
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務
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谷
玄
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写
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務
所
代
表 

の
２
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パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
タ
ー
の
有
明
秀
太
郎
氏

（
有
元
商
店
代
表
）
が
、
的
を
得

た
巧
妙
な
司
会
に
泉
谷
氏
は
、
こ

の
２
人
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
タ
ー
の
有
明
秀
太
郎
氏

（
有
元
商
店
代
表
）
が
、
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を
得
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巧
妙
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司
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谷
氏
は
、
こ

栗駒フーズ 高橋信夫 
      柴田勇吉 
大 同 衣 料      佐々木亮 
経徳製作所 経徳仁志 
半田工務店 半田隆夫 
電 研 産 業      原田 卓 
浅 舞 酒 造      柿崎秀衛 
ｱｰﾄﾋﾟｱｻｻｷ  米沢和行 
横 手 運 送      山中 厚 
））

は
な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
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し
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っ
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し
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会
場
か
ら
は
、「
こ
れ
だ
け
の

規
模
の
大
会
で
事
故
が
な
い
と
い

う
の
は
、
関
係
者
の
努
力
の
賜
だ
。

こ
の
ま
ま
事
故
の
な
い
よ
う
に
続

け
て
ほ
し
い
」。
と
い
う
激
励
も
飛

び
出
し
て
、
ナ
イ
ト
フ
ォ
ー
ム
ら

し
い
会
場
と
一
体
と
な
っ
た
も
の 
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こ
う
し
て
、
花
火
の
楽
し
み
方

や
、
見
方
、
写
真
の
撮
り
方
な
ど
、

こ
れ
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た
花

火
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
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